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こ
れ
か
ら
の
政
策
決
定
に
は
、

計
画
づ
く
り
の
早
い
段
階
か
ら
住

民
参
加
を
可
能
に
す
る
た
め
、

様
々
な
情
報
を
住
民
と
行
政
と
が

共
有
し
、
同
じ
認
識
の
下
で
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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各
種
審

議
会
委
員
な
ど
の
公
募
制
の
導

入
・
女
性
委
員
の
拡
大
・
景
観

委
員
会
の
拡
充
・
保
健
福
祉
な

ど
で
の
北
海
道
医
療
大
学
と
の

連
携
強
化
の
取
り
組
み
。
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駅
前
レ
ン

ガ
倉
庫
を
活
用
し
た
文
化
活
動

の
拠
点
づ
く
り
の
計
画
策
定
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る

協
働
事
業
の
推
進
・ 
ご
み
の
減

量
化
・
閉
じ
こ
も
り
予
防
事
業
・

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
様
々
な
計
画
や
そ
れ
ら

の
実
施
段
階
に
お
い
て
協
働
と

い
う
視
点
を
取
り
入
れ
る
。

　

現
在
、
北
海
道
や
道
内
市
町
村

が
共
同
で
開
発
を
進
め
て
い
る
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
平
成　

年
度

１８

か
ら
の
開
始
へ
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
る
と
と
も
に
、
予
算
編
成

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
て
業
務

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
能
力
を
活
用
し
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
管
理
業
務
、

元
町
浄
水
場
の
管
理
運
営
業
務
な

ど
の
民
間
委
託
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
種
委
員
会
委
員
の

報
酬
や
各
種
団
体
負
担
金
の
見
直

し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
季
節
保

育
所
の
廃
止
、
へ
き
地
保
育
所
の

常
設
保
育
所
へ
の
統
合
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
施
策

を
総
合
的
、
機
能
的
に
展
開
で
き

る
体
制
と
す
る
た
め
、
計
画
的
に

行
政
組
織
の
統
合
、
再
編
な
ど
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
定
員
管
理
適
正
化
計
画

の
策
定
を
行
い
、
平
成　

年
度
ま

２１

で
に
新
規
採
用
職
員
を
抑
制
し
、

少
人
数
で
も
効
果
的
に
業
務
を
執

行
で
き
る
よ
う
、
職
員
の
能
力
向

　

平
成　

年
度
は
、
再
構
築
プ
ラ
ン
の
ス
タ
ー
ト
の
年

17

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　

い
ま
ま
で
の
慣
習
や
制
度
的
な
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ

ず
、
再
構
築
プ
ラ
ン
に
あ
る
��
�
�
を
基
に
、
最
小
の

費
用
で
最
大
の
住
民
満
足
度
が
得
ら
れ
る
よ
う
、「�
�

�
�
�
�
�
�
」
と
「�
�
�
�
�
�
�
�
�
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を
念
頭
に
編
成
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
平
成　

年
ま
で
の
第

２０

４
次
総
合
計
画
を
よ
り
一
層
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の�
�
�
�
�
�
�
を
展
開

す
る
よ
う
編
成
し
ま
し
た
。

上
を
目
的
と
し
た
意
識
改
革
を
進

め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
期
末
手
当
で
町
長
が

　

％
、
助
役
と
教
育
長
が　

％

６０

３０

（
約
５
０
０
万
円
）
の
削
減
、
職

員
の
期
末
勤
勉
手
当
を　

％
（
約

１１

４
、
４
０
０
万
円
）
の
削
減
を
す

る
と
と
も
に
、
管
理
職
手
当
を
も

削
減
（
約
９
０
０
万
円
）
し
、
人

件
費
の
抑
制
を
進
め
ま
す
。
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健
全
な
財
政
運
営
と
持
続
可
能

な
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
的
と
し

て
、
歳
入
の
確
保
と
公
平
性
の
原

則
を
着
実
に
推
し
進
め
る
た
め
、

滞
納
整
理
の
強
化
を
初
め
と
す
る

町
税
な
ど
の
徴
収
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
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専
任
体
制
を
整
え
、
滞
納
者
に

関
す
る
情
報
収
集
や
納
税
相
談
を

基
に
個
々
に
応
じ
た
徴
収
の
仕

方
、
滞
納
整
理
な
ど
行
う
。

　

ま
た
、
適
正
な
受
益
者
負
担
の

た
め
の
各
種
使
用
料
な
ど
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

   
さ
ら
に
、
財
政
硬
直
化
の
要
因

の
一
つ
で
あ
る
地
方
債
の
償
還
経

費
は
、
長
期
借
入
金
の
抑
制
な
ど

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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皆
さ
ん
が
誇
り
を
持
っ
て
快
適

に
暮
ら
せ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
景
観
形
成
基
本

計
画
の
策
定
、
魅
力
あ
る
美
し
い

景
観
の
創
出
に
向
け
た
様
々
な
推

進
事
業
、
多
様
化
す
る
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
対
応
す
る
た
め
の
優
良

田
園
住
宅
の
促
進
な
ど
を
進
め
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
北
海
道
の

移
住
促
進
事
業
と
連
携
さ
せ
、
町

の
人
口
増
に
活
か
し
ま
す
。

�
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�
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�
	

　

町
、
大
学
、
病
院
、
各
事
業
所

が
一
体
と
な
り
バ
ス
事
業
の
効
率

的
な
一
元
化
を
図
り
、
よ
り
住
民

�
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�
�
�
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�
	

　

情
報
課
を
設
け
、
情
報
を
管
理

す
る
部
署
の
充
実
を
図
り
、
電
子

申
請
を
初
め
と
す
る
各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す

る
た
め
の
電
子
申
請
開
発
事
業
へ

の
参
画
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
う

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
と
し
て
の

Ｏ
Ａ
室
入
退
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
進
め
ま
す
。
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安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
住
民
参
加

型
の
運
営
方
法
の
検
討
、
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
は
育
児
の

相
互
援
助
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
検

討
を
し
ま
す
。

　

保
育
所
の
統
合
、
再
編
や
保
育

所
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
建
替
え

計
画
を
進
め
ま
す
。

に
沿
っ
た
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
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町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

将
来
を
見
据
え
た
様
々
な
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
地
域
営
農
組
織

へ
の
支
援
や
農
産
物
の
加
工
・
開

発
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

��������������
�
�
�
�
�
�
	



　

駅
前
レ
ン
ガ
倉
庫
を
活
用
し
、

文
化
活
動
の
活
性
化
を
推
し
進
め

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
情
報
を

発
信
す
る
拠
点
づ
く
り
の
検
討
を

進
め
ま
す
。
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北
海
道
医
療
大
学
と
の
連
携
を

よ
り
強
化
し
、
大
学
生
の
居
住
を
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道
路
、
公
園
な
ど
の
公
共
施
設

整
備
と
宅
地
の
利
用
増
進
を
図
る

た
め
の
幸
町
土
地
区
画
整
理
事

業
、
本
町
市
街
地
の
骨
格
路
線
を

整
備
す
る
た
め
の
中
央
通
と
北
栄

通
の
道
路
改
良
工
事
を
引
き
続
き

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
当
別
ダ
ム
、
道
民
の
森

へ
の
連
絡
道
路
と
し
て
重
要
な
町

道
本
通
線
の
道
路
改
築
事
業
も
引

き
続
き
進
め
ま
す
。

促
す
事
業
の
ほ
か
、
商
工
会
と
と

も
に
、
学
生
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

商
店
街
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
生
が
町
内
に
居
住

し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

転
入
、
転
出
時
の
手
続
き
や
町
内

で
生
活
す
る
上
で
の
相
談
な
ど
、

大
学
の
学
生
窓
口
と
連
携
し
た
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
検
討
を
進
め
ま

す
。

　

当
別
町
は
、
札
幌
圏
に
あ
る
優
位
性
を
活
か
し
、
Ｊ
Ｒ
、
大
学
な
ど
と

総
合
的
に
連
携
し
て
、
魅
力
が
あ
り
町
民
の
満
足
度
が
向
上
す
る
新
し

い
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
が
緊
急
課
題
で
す
。

　

１
３
５
年
の
歴
史
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
町
が
発
展
す
る
可
能
性
を

生
か
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年
度
は
「
老
舗
は
、
常
に
新
し
い
」
を
基
本
理
念

１７

に
、
再
構
築
プ
ラ
ン
を
進
め
る
環
境
を
整
え
る
た
め
の
予
算
を
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
編
成
し
ま
し
た
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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が
利
用
し
や
す
い
バ
ス
路
線
網
や

運
行
ダ
イ
ヤ
を
目
指
す
た
め
、
そ

の
調
査
、
検
討
を
進
め
ま
す
。
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各
種
の
福
祉
計
画
を
ま
と
め
る

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
、
国
の
介

護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
併
せ
町

の
実
態
に
合
っ
た
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
、
健
康
づ
く
り
計
画
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食
育
推
進
の
た
め
の
計
画
づ
く

り
や
指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
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園
児
数
の
減
少
に
対
応
し
た

効
果
的
な
保
育
活
動
に
向
け
、
平

成　

年
度
統
合
に
向
け
た
検
討

１８
を
始
め
ま
す
。
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学
校
、
地
域
の
実
態
に
即
し
た

安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
・
定

着
、
防
犯
訓
練
の
実
施
、
必
要
な

防
犯
施
設
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
ま
す
。
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児
童
・
生
徒
の
減
少
し
て
い
る

学
校
に
つ
い
て
、
未
来
を
力
強
く

生
き
る
力
量
を
育
む
観
点
か
ら
、

多
学
級
校
へ
の
統
合
を
働
き
か

け
ま
す
。
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教
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入
な

ど
個
に
応
じ
た
指
導
や
Ｉ
Ｔ
化
の

推
進
、
教
職
員
研
修
の
充
実
、
外

部
講
師
の
導
入
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。
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地
域
人
材
の
活
用
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
重
視
し
、
さ

ら
に
、
読
書
環
境
や
教
育
相
談
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
を
働
き
か
け
ま

す
。
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介
助
員
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
特
別
支
援
教
育
の
実
現
に
向

け
た
校
内
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
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食
育
の
重
要
性
か
ら
、
学
校
栄

養
職
員
と
学
校
と
の
連
携
に
よ
る

�
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親
子
、
親
同
士
の
結
び
つ
き
が

希
薄
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら

子
育
て
を
考
え
る
集
い
や
、
絵
本

に
親
し
む
講
演
会
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
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地
域
や
異
世
代
間
の
交
流
を
通

じ
て
社
会
観
や
価
値
観
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
居
場
所
づ
く
り
の
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
子
ど
も
育

成
会
な
ど
の
支
援
に
努
め
ま
す
。
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少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
と
学
校
の

連
携
を
重
視
し
、
さ
ら
に
効
果
的

な
巡
視
体
制
の
確
立
や
地
域
ぐ
る

み
の
取
り
組
み
の
た
め
の
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。
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学
び
た
い
こ
と
を
自
ら
企
画
運

営
し
、
広
く
町
民
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
る
「
町
民
自
主
企
画
講
座
」

や
北
海
道
医
療
大
学
と
の
連
携
に

よ
る
「
当
別
学
講
座
」
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
こ
と

ぶ
き
大
学
」
の
開
校
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。
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潤
い
の
あ
る
創
造
性
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
文

化
協
会
や
文
化
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
と
発
表
機
会
の
充

実
に
工
夫
を
図
り
ま
す
。
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公
民
館
図
書
室
に
図
書
司
書
を

配
置
す
る
な
ど
図
書
室
機
能
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
学

校
へ
の
出
前
図
書
、
巡
回
図
書
を

実
施
し
ま
す
。
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高
齢
社
会
を
迎
え
、
健
康
で
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
機
会
の
提
供
や
環
境
づ
く
り

が
大
切
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
で
あ
る
総
合

体
育
館
に
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー
を
配
置
し
、
効
率
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
に

よ
る
「
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教

室
」
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。
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新　規599万3千円（仮称）当別町バス交通体系調査事業
新　規141万3千円（仮称）当別駅前賑わい創出検討事業
新　規160万円（仮称）当別移住プロモーション事業
458万6千円増579万5千円当別町美しいまちづくり推進事業
137万円減1,049万6千円町内会運営費補助事業
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�
新　規231万8千円地域福祉計画策定事業
新　規231万6千円精神障害者ホームヘルプサービス

3,659万9千円増9,585万7千円養護老人ホーム管理業務委託事業
971万8千円増1億8,156万3千円知的障害者施設訓練等支援事業
361万2千円増655万9千円児童居宅介護支援事業
635万3千円減1,265万円老人医療費給付事業
1,055万6千円減9,881万7千円保育所運営事業（常設・へき地・季節）
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新　規50万4千円ごみ減量化アクションプラン関係事業
368万5千円減1,092万5千円容器包装類再資源化事業
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193万6千円減1,762万1千円当別町商工会補助事業
92万6千円減112万8千円観光協会補助事業
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5億4,755万1千円増10億6,991万円土地改良事業
616万3千円減2,351万6千円国営造成施設管理体制整備促進事業
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1億1,894万7千円減2億9,887万９千円本通線など町道整備事業
2億1,506万9千円増4億6,620万円中央通など街路整備事業　
2,160万円減1億9,440万円雪対策事業（除雪委託）
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新　規335万1千円障害児指導（特殊学級）の介助支援事業
76万9千円減6,227万2千円学校給食運営事業

105万３千円減3,946万1千円主な社会教育施設運営事業
��������	
���
�����
������
���
�	��
�

約500万円削減町長、助役、教育長期末勤勉手当削減　
約4,400万円削減職員期末勤勉手当削減
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1.0102,8109,866,9419,969,751
����

▲4.2▲403,5379,591,4419,187,904
1.935,0181,818,9001,853,918��������	


6.2140,4892,263,7232,404,212��������

12.3115,086938,1931,053,279��������

▲15.9▲8,89055,96747,077��������	
��

1.819,9871,102,4611,122,448��������	

▲0.9▲83488,19887,364���������	
�

▲16.2▲136,308842,527706,219������

1.6267,35816,976,91017,244,268
����

������������16,701,410����������
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※借換債とは
　町の借金である「町債」を繰
り上げて償還し、低金利で再び
借り直すこと。
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　昨秋、閉校が決まり、短い期間にやらなけれ昨秋、閉校が決まり、短い期間にやらなけれ
ばならないことがたくさんありました。記念式ばならないことがたくさんありました。記念式
典には、昨年から総合的な学習で取り組んだ典には、昨年から総合的な学習で取り組んだ

「琴」の演奏を発表しようと練習に力を入れました。「琴」の演奏を発表しようと練習に力を入れました。
生徒７人の今日の演　生徒７人の今日の演奏は、とても立派でした。奏は、とても立派でした。
子供たちは、音楽を通して人とかかわることの大切さ　子供たちは、音楽を通して人とかかわることの大切さ
や、少人数でもやればできる力を身に付けてくれたと思や、少人数でもやればできる力を身に付けてくれたと思
います。新たな学校へ羽ばたく生徒たちへ“頑張れ”といます。新たな学校へ羽ばたく生徒たちへ“頑張れ”と
エールを送ります。エールを送ります。
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　平成13年度に中学校を卒業したと
き生徒数は１０人でした。生徒会長を
務め、学校祭などみんなをまとめて

自分たちの手で頑張ったことを思い出します。
　全学年が仲良く、充実した中学校生活でし
た。昨年、閉校になると聞いて寂しい気持ちで
いっぱいでした。
　この学校が地域で使えるようになったら、み
んなと遊びに来たいと思います。　

������
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　私が通っていた頃は、まだ小・中併
置校でしたが、２７人位生徒がいまし
た。野球部でみんなと練習に励み、町

内大会に出たことが思い出されます。
　だんだん人数が減って、部活などいろんな
活動ができなくなって閉校になってしまうの
で残念ですが、仕方ありません。
　この学校が、地域みんなの為になる施設と
して、利用できればと思っています。
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　今日は太美駅のプラットホームが改修され
てとても乗降しやすくなったので、西当別連
絡協議会が主催した“ＪＲに感謝する”と云
う珍しい催しがあった。
　ＪＲから今や道内の経済界の実力者である
坂本会長さん等幹部の方が１０人ほど来られ
て、西当別コミセンで地域の人も３００人余り参
加されて大変盛大だった。
　札沼線は昭和９年に全面開通したが、昔の鹿
野恵造村長の回顧録を読むと明治４４年から鉄
道誘致運動が盛んになったと書かれている
が、当時、空知の石炭を小樽港へ運ぶ為と云
う目的を札幌へつなぐ為に随分苦労もあった
ようだ。
　私はお礼の挨拶で「当別－札幌間を２０分く
らいで走るようにしてほしい」と話しました。
実は札幌－当別間は札幌－千歳間や札幌－岩
見沢間よりはるかに近いのにＪＲでは所用時
間が逆に長い為に札幌市民に当別は遠いとこ
ろと錯覚されているところがある。
　今は道内で「学園都市線」が通勤通学列車
として一番利用されている訳だし、せめて一
日に何本か快速列車を走らせていただきたい
と思う。
　今の技術では当別－札幌間２０分は決して夢
ではないと思う。
　そうなれば車よりＪＲの方が利用されるよ
うになり札幌市内でも地下鉄の利用が増え交
通渋滞が緩和され、札幌周辺の町として大都
市に対する道義にかない温暖化問題の解決に
もつながる。
　鹿野村長も天国できれいな空気を吸えて喜
ばれると思う。
　テーブルを廻った時、ほとんどの人が“快速
があったらいいね”と期待していた。
　お祝に頂いたらしい“ロイズのシャンパン”
が当別産の“いも団子汁”や“当別家族”の料
理をひき立ててくれて楽しいパーティだった。

�����������

�
行
政
改
革
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

行
政
と
住
民
が
情
報
を
共
有
す
る
必
要
が

あ
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
財
政
の

詳
し
い
情
報
を
掲
載
す
べ
き
。

�
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
予
算
、
決
算

の
情
報
や
町
の
財
政
事
情
を
広
報
誌
で
お

知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
現
在

の
厳
し
い
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
わ
か
り

や
す
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
な
ど
で
積
極
的
に
情

報
を
掲
載
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
す
。
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�
除
排
雪
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
、
町

民
の
負
担
も
必
要
だ
と
思
う
。
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企
画
部
企
画
課

（�
2
3
―
3
0
4
2
）

　

２
月
下
旬
に
３
会
場
で
住
民
説
明

会
を
開
催
し
、
２
６
８
人
の
町
民
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
説
明
会
で

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ

ら
れ
た
意
見
に
対
す
る
町
の
考
え
方

や
再
構
築
プ
ラ
ン
（
原
案
）
の
内
容
な

ど
の
説
明
を
し
て
、
質
問
や
意
見
を

伺
い
ま
し
た
。
今
月
は
、
説
明
会
で

い
た
だ
い
た
意
見
の
一
部
と
町
の
考

え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
、
札
幌
ま
で

の
通
勤
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ

に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

�
町
は
今
ま
で
も
、
Ｊ
Ｒ
の
時
間
短
縮

や
、
老
朽
駅
舎
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
整
備

な
ど
の
要
望
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
地
域
の
要
望
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
石

狩
太
美
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
段
差
解
消

と
、
上
屋
の
整
備
が
昨
年　

月
に
実
現
し

12

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
学
園
都
市
線
の
高
速
化
・
時

間
短
縮
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
地
域
住

民
や
沿
線
市
町
村
と
協
力
し
、
要
望
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

�
町
道
や
身
近
な
生
活
道
路
に
つ
い
て

は
、
住
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
明
確
に

�
移
住
促
進
を
考
え
る
場
合
、
病
気
に

な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
心
配
が
あ
る
。

町
内
で
手
に
負
え
な
い
場
合
、
ど
こ
で
受

け
て
も
ら
え
る
の
か
町
の
方
で
、
し
っ
か

り
手
配
し
て
ほ
し
い
。

�
万
が
一
、
病
院
の
休
診
時
間
に
体
調
が

悪
く
な
っ
た
時
な
ど
の
た
め
に
、
医
療
機

関
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
夜
間
や
土
日
・

祝
祭
日
に
は
、
内
科
系
の
救
急
当
番
医
制

度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
日
の
当
番
医
は
、

町
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
域
的
な

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来

ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
���

し
、
協
働
し
て
維
持
管
理
で
き
る
よ
う
平

成　

年
度
に
検
討
し
ま
す
。
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　ＪＲ石狩太美駅を利用する町民の長年の要望であった「ホー
ムと車両の段差解消」と「プラットホームの上屋設置」が昨年
１２月に完成し、ＪＲを利用する町民有志を代表して、西当別連
絡協議会（高島勇一会長）の主催で感謝の集いが西当別コミュ
ニティーセンターで開催されました。
　当日は、ＪＲ北海道の坂本眞一会長を初めたくさんの来賓を
お招きし、約350人の町民が完成をお祝いしました。
　同協議会の高島会長は「今回の改修に感謝しています。ＪＲ
は地域の活性化の大きな力になっています」とJRに感謝を述
べ、ＪＲ北海道の坂本会長は「当別町にはユニークなまちづく
りを期待しています。私どもも学園都市線を守っていかなけ
ればならない」と挨拶されました。
　また、会場では、当別の特産品を味わいながら札沼線の歴史
と整備経過をスクリーンで上映するなどしました。　
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(3月19日）
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��

　　(3月5日）
　３月に北星学園余市高校を退職した、ヤンキー先生
こと義家弘介さんのドラマロケが弁華別小学校で行わ
れました。ＴＢＳスペシャルドラマ「ヤンキー母校に
帰るＳＰ不良少年の夢」（3月27日放映）で、義家さん
の高校生時代を撮影。義家さん扮する人気グループ
「嵐」の桜井翔さんが、校舎の２階から中庭の雪山に
飛び込むシーンなどの撮影で、高校生役に町民もエキ
ストラ出演しました。ロケを支援する当別夢倶楽部２１
フイルムコミッション（高松正人会長）のメンバーら
は、雪を降らせたり、雪山を作ったりと現場の準備を
行うなど、汗を流していました。

　町女性団体連絡協議会（村上スミ子会長）が、町内
女性の交流を目的とした「当別町女性のつどい」を白
樺コミュニティーセンターで開き、商工会女性部、Ｊ
Ａ女性部、町内会婦人部など所属団体や一般女性など
約200人が集まりました。
　ＨＢＣアナウンサー松永俊之さんが「人生、晴れたり
曇ったり」と題し、ご自身の体験を交えた講演を行った
後、所属6団体の活動報告が行われました。地域活動や
交流事業の発表、活動内容を寸劇で紹介するなど女性
ならではのアイデアを凝らした発表に会場も和やかな
雰囲気に包まれていました。
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　　(3月1日）
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　３月１日、スウェーデン橋から誤って川に転落し
た小学生を救助した、西当別中学校の後藤賢太君、川
本挙君、西野裕大君、小田真君（共に３年生）の４人
に西当中の全校生徒が見守るなか、当別消防署長よ
り感謝状が手渡されました。
　４人は、下校途中に偶然騒ぎを聞き、橋の脇の急斜
面を駆け下りて、深さ50～60cmの川の中からずぶぬ
れになっていた小学生を素早く救助しました。　
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（
3
月
5
日
）

　町内のボランティア実践
者や関心のある人が集う
「春のボランティアの集
い」がゆとろで開かれ、１３０
人が交流しました。町福祉
協議会が「ボランティアの
輪を広げ、そっと寄り添え
るまち当別」を目指そうと
毎年行っているもので、旭川市民ボランティア
会議の代表・藤井英規さんの講演や、「ボラン
ティアとまちづくり」をテーマにしたフォーラ
ムに参加者は熱心に聞き入っていました。
　また、お昼にはボランティア連絡協議会の手
作り料理で交流を和やかに深めていました。

　町商工会（河村佳男会長）は、永年勤続優良従業員
表彰を商工会館で行い、満５年から４０年の勤続者68人
に表彰状と記念品を渡しました。
　河村会長は「活力ある企業と地域の発展にこれまで
以上の活躍を期待します」と式辞を述べました。
　また、受賞者を代表して角光茂さん（北成建設勤続
３５年）が「この感激を忘れず、商工業の発展と明るい
町づくりに努力します」と述べ、感謝とこれからの決
意を新たにしていました。
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　　(3月2日）

　農業改良普及センター（西原良一所長）が主催する
石狩北部「担い手フォーラム」が白樺コミュニティー
センターで開かれ町内外から約７０人が参加しました。
　北海道農業士協会長の津島朗さんが、地元音更町で
展開する農業経営スタイルや地域との関わり方など
を講演しました。また、北海道指導農業士に認定され
ている佐藤彰さん（金沢）と重原昌章さん（弁華別）
がパネルディスカッションのパネリストとして参加
し、農業経営や地域活性化の思いを述べました。
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　　　（3月18日）
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（3月10日）
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第３６回全国学生書道展覧会
（学校の部）団体優勝など

��������	
第１９回全道リコーダーコンテスト
（合奏の部・重奏の部）金賞
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第35回全道書道コンクール記念賞
第３６回全国学生書道展覧会特別賞
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第35回全道書道コンクール記念賞

���������	
�第36回全国学生書道展覧会四席
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　　　　　　〃　　　　特別賞
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第１９回全道リコーダーコ
ンテスト（合奏の部・重奏
の部）金賞
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　　〃　（合奏の部）金賞
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　当別消防署に数年間、児童が栽培したジャンボ
カボチャに「火の用心」の文字を書き寄贈したこ
とが評価されました。

��������

　全校クリーン作戦の中心となって町内ごみ拾い
を行ったり、緑の羽根募金活動・中越地震義援金
募金活動等を行ったことが評価されました。
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　お年寄りへの敬愛の気持ちを込め、末広団地に
住む１人暮らし高齢者宅の除雪ボランティアを
行ったことが評価されました。
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　町内ごみ拾いや廃品回収を行ったことや当別町
子ども会育成連合会主催の大会全てに出場し、地
域全体に活力と団結力を与えたことが評価されま
した。
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　ミュージカルサークルの代表として、平和や反戦、世界の子どもの労働問題をミュージカルと
して広く地域に発表。また、発表会では手作りのドライフラワーリースを販売し、その収益を戦
争被災地に送金したことが評価されました。
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（受賞者の敬称略・学年は１６年度）
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生 涯 学 習 だ よ り
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秩父宮賜杯第57回全国高等学校陸上競技対校
選手権大会（110mハードル）出場など
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第58回全国高等学校ボクシング選手権大会
（フェザー級）出場など
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第59回国民体育大会秋季大会（弓道）出場
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第32回北海道中学校
ソフトボール大会第３位

������
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第32回北海道中学校
ソフトボール大会第３位 ����

��������	
第２２回北海道小学生陸上競技大会（5
年女子走高跳）優勝
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第42回全北海道空手道選抜選手権大
会（小学5年生女子組手の部）第3位

�����
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全日本空手道選手権大会（中学1年生
組手の部）優勝
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第1回アトミックカップＦＩＳアル
ペンスキーチルドレン大会国内決勝
トライアル出場予選会（小学男子Ｂ
組）優勝
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第25回少林寺拳法北海道大会兼全国
大会北海道予選会（規定組演武小学
生4級の部）優良賞3位
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　２月・３月に、バイキング給食を小･中学校３校で行い、３月で閉校となった中小
屋中学校でも実施しました。
　給食センターでは、生徒たちに基準量と比較しながらバランスよく食べてもらう
ため、当日の献立を栄養別にグループ分けし、カロリー計算もできる献立表を事前
に配り、給食を食べる前には、同センターの学校栄養職員が食事のバランスや食事
のマナーなどを指導しました。
　献立表とにらめっこしながら、バランスよい食事ができたバイキング給食は生徒
たちにも評判が良かったようです。
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　町教委と子育てサークルが共催し、幼児の子育てサポート事業と
して開いた「チビッコお楽しみ交流会」に、孫に付き添うおばあちゃ
んの姿も見受けられました。この日参加したチビッコ９６人は、楽し
い音楽に合わせた体操や人形劇に、親子で楽しいひとときを過ごし
ました。
　また、地域子育て支援センターや保健師から子育てのお話を聞い
たり、各子育てサークルの紹介・入会募集など、参加の親に役立つ
貴重な場となりました。
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　（3月11日・ゆとろ）
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　今年も労働保険（労災保険・雇

用保険）の確定保険料（平成１６年

度）、概算保険料（平成１７年度）の

申告、納付の時期となりました。

　事業主の皆さんは期間内に手続

きを行うようお願いします。

▼����　5月20日（金）

▼������　最寄の金融機関・

郵便局・各労働基準監督署・北海

道労働局

▼���　札幌東労働基準監督署

（�011－894－2819）
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　町では、研修機会を増やし多く

の有能な人材を育成することを目

的として町内に事業所がある事業

主と従業員を対象に「�����

����������」を行って

います。

　4月1日からは、研修参加者の受

講料全額を助成しますので、この

機会に是非受講してください。

▼��������	
中小企業

大学校旭川校の短期研修コース

▼���

　町内に事業所を有する商工業の

事業主と従業員で、町商工会が推

薦する者。（先着順に受付）

▼����受講料の全額

▼�����町商工会へ電話で申

し込みください。

▼����経済部商工課（�23－

3129）、または町商工会（�23－

2447）へ。

　国内の人口・世帯を一斉に調査把握することで、人口の推移などが分かる
基礎資料となり、未来の羅針盤として私たちの生活に生かされます。 
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　「��������	
」を上手

に利用しましょう。

▼��

　町内で1年以上継続して事業を

営む、信用保証協会の保証付の方。

▼����北海道銀行、北洋銀

行、札幌信用金庫の各当別支店。

▼����経済部商工課（�23－

3129）、町商工会（�23－2447）ま

たは、申込先の金融機関へ。

             （利率は平成１７年４月１日現在）�����

��������������������

連帯保証人１人以上
元金均等割賦返済2.175％以内３年以内２００万円以内����

取扱金融機関の定める
方法とする。

2.375％以内５年以内５００万円以内����

2.575％以内７年以内７００万円以内����

　町では、町内中小企業者への利

点が多い融資制度を設けていま

す。この制度を利用すると、たと

えば、事業資金200万円の均等3年

返済した場合は、利息額約65,000

円のうち約60,000円が戻ってきま

す。
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▼���　当別小学校ほか

▼����　1名

▼����　5月1日～平成18年3

月31日

▼����　原則として月～金曜

の8時15分～15時の内、週29時間

以内。

▼����　特殊学級に在籍する

児童生徒の介助。

▼��　月額139,500円

▼����　満５０歳未満(４月１日

現在）の介護福祉士またはホーム

ヘルパー２級以上の資格を有し、

普通自動車運転免許所持者。

▼����　履歴書・資格証明書・

本人の住民票・運転免許証

▼����　4月21日（木）

▼�����　町教委管理課学校

教育係（�23－2689）
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780円
72,300円＋1%（注１）
40,200円        （注２）40,200円�������

40,200円12,000円����

３００円15,000円

8,000円

��

�

�

�

過去１年の入院期間
90日以下　　650円

24,600円�
過去１年の入院期間
91日以上　　500円

（注1）「＋１％」は、361,500円を超えた医療費の１％を示す。
（注2）過去１年間で限度額に達した回数が４回目以降になる場合に適用。

　老人保健法受給者や町老（マル

老）・道老受給者が、１カ月に自己

負担限度額を超えて医療費を支

払った場合には、申請により超え

た額を受給することができます。

▼��������表のとおり
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▼����　受給対象者へ郵送の

「申請書」に必要事項を記載の上、

窓口に持参してください。（領収

書は添付不要。）
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▼��������　

　領収書・印鑑・金融機関（郵便

局を除く）の通帳・健康保険証・

医療受給者証

▼������　福祉課福祉係

（「ゆとろ」内・�2３－3019）　 
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　町では、体の機能回復や日常生

活の拡大を目的にした「リハビリ

教室」を実施しています。

▼��　脳卒中後遺症や神経難病

などにより退院後も継続して機能

訓練が必要な方（ただし、介護保

険の「通所サービス」を受けてい

る方は対象外。）

▼���　4月20日（水）

�毎月1回の開催日は町広報健康

カレンダー欄に掲載。

▼��　10時30分～14時30分

▼��　ゆとろ（西町）

▼��　

��～体操・レクリエーション・

創作活動などを通したリハビリ、

言語聴覚士によることばの教室、

様々なサービスの活用法や生活の

中での工夫点の情報交換。

��～作業療法士・言語聴覚士か

らの家庭で行えるリハビリ方法、

生活の仕方をアドバイス。

▼��　無料

▼�����　福祉課保健サービ

ス係（「ゆとろ」内・�23－2346）

���������������

　リハビリ教室をお手伝いくださ

るボランティアを募集します。

▼��　9時30分～15時

▼��　参加者との交流、体操・

レクリエーション時などの補助。

�日程、会場、申込は上記リハビ

リ教室と同じです。ご都合に合わ

せて参加できる方でも結構です。

▼���

4月22日（金）

5月27日（金）

6月24日（金）

▼��　９時30分～11時30分

（個別に指定時間を連絡します。）

▼��　ゆとろ（西町）

▼��　運動プログラム作成とア

ドバイス、体重・体脂肪・血圧測定、

柔軟性・持久力などの体力測定

▼�����　各開催日の1週間前

までに、福祉課保健サービス係

（「ゆとろ」内・�23－2346）へ。

　冬は「外を歩いて転んだら困る」

「雪かきでけっこう動く」からと、

健康づくりの運動を後回しにして

いたあなたに、健康運動指導士が

運動プログラムを作り、3カ月間、

「ゆとろ」で運動を継続できます。

　また、保健師・栄養士も健康づ

くりのお手伝いをします。

▼��　生活習慣病予防やダイ

エットのために運動を始めたい方。
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������甲種、乙種（第１～第

６類）及び丙種

◎����5月22日（日）

◎���　札幌市ほか

◎����　4月6日（水）～14日

（木）　　
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��


�������

◎����6月14日（火）～17日

（金）の4日間

◎���　札幌市

◎����　

4月25日（月）～5月13日（金）

◎��������	
��
��

　不特定多数の人が出入りする建

物で収容人員300人以上など。

◎�����防火管理者実務経験

が3年以上などの要件があります

ので、問い合わせください。

▼��　当別消防署消防課指導係

（�23－2537）　　　　　　　
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①社会保険離脱証明書（用紙は
職場で交付。無い場合は国保
年金係へ。）
②国民健康保険被保険者証（家
族に国保加入者がいる場合）

１４日以内

�退職など職場の健康保険
　の資格が無くなったとき。
�健康保険任意継続の期限
　が来たとき。

��

①保険証が無い状態で医療を受けると全額自己負担になります。
②国保税は、国民健康保険に加入した月から負担になります。
　届出が遅れると１期に納める金額が高額となります。
　このようなときは納税方法をご相談ください。

①新たに交付された健康保険 
　被保険者証
②国民健康保険被保険者証

１４日以内
就職など職場の健康保険に
加入したときなど。

��

本来は使用することが出来ない国保を使って病院にかかった場合、保険
給付分（病院代の７割）を国保へ返納することになります。

①国民健康保険被保険者証

すみやかに

住所・氏名・世帯主が変更に
なったとき。

��

①年金証書
②国民健康保険被保険者証

厚生年金や共済年金を受給
の方で、加入期間が２０年以
上（または４０歳以降に１０年以
上）ある場合は、退職者医療
制度適用の国民健康保険被
保険者証への切替が必要。

��

��

※取得や喪失の届出期限に遅れた場合には、本人に不利益になることが

　ありますので、お気を付けください。

▼��　住民生活課国保年金係
（�２３－２４６７）

　定額で月額13,580円、付加保険

料は400円です。また、納付書で1

年分・半年分（4月～9月分）をま

とめて5月2日までに納めると表の

とおり割引となります。

��������	

　4月13日・２7日の水曜日
　役場1階国保年金係へお気軽
にお越しください。
��������	


��　札幌北社会保険事務所
��　4月20日（水）
　　　１０時～１５時
��　商工会館（錦町）

���������	
��
��������	

�� ��

���������	�

　次の①②に該当して任意加入していなかった期間に生じた傷病が現在、
障害基礎年金の１・２級に相当する障がいにある方が対象です。
　①平成３年３月以前、学生で国民年金に任意加入していなかった方。
　②昭和６１年３月以前、配偶者が厚生年金・共済組合等加入者であり、本
　人が国民年金に任意加入していなかった方。　　　　　　　　　
　��������	
���
������������������
��������	
��
������������������� 

��������	
��
�����

▼����札幌北社会保険事務所（�０１１－７１７－４１１１）または北海道社会
保険事務局（�０１１－２０４－７００８）へ。

���������������

2,890円160,070円162,960円１年分
�����

660円80,820円81,480円半年分
2,980円164,780円167,760円１年分

�����������
680円83,200円83,880円半年分

���������
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����
５月２１日（土）～２２日（日）
�２２日は飛行要員のみ
����
６月２１日（火）～２３日（木）
����
７月２３日(土）～８月4日（木）
�３次は飛行要員のみ

������)
～

��������

�大学卒業程度の学力を有し、２０歳以上
２６歳未満の者〔２２歳未満は大卒（見込含）〕
�大学院修士課程修了者（見込含）は、
２８歳未満（海上技術幹部候補生は、理学
または工学課程修了者に限る）

一　般
・

技　術
�����

�歯科は専門の大学卒（見込含）で２０歳
以上３０歳未満の者
�薬剤科は２６歳未満、薬学修士取得者は
２８歳未満

歯　科
・

薬剤科

受付時に通知通年受付１８歳以上２７歳未満の者　　
��������

                    （男子）
■�������江別募集事務所・�０１１－３８３－8９５５　
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    ２０１０年までの町の健康づくり計画を
推進するために、キャラクターの募集
をしたところ、１３点の応募をいただき
ました。その中から、遠藤房枝さん（太
美スターライト）の作品が採用となり
ました。
　今後、計画書やパンフレットなどに
登場し、健康づくりを応援しますので、
みなさんよろしくお願いします。

　��������	
��
��

����

�

▼���　福祉課保健サービス係（「ゆとろ」内・ �23－2346）

60歳を過ぎたら、
お友達と参加しませんか。

�������

・体験活動ができる「趣味の講座」

・健康・生きがいづくりの「講演

　会」と「社会参加」

・見聞を広げる「視察研修」など。

��　5月～平成18年3月

��　毎月第２金曜　10時～12時

��　公民館

(内容により日程・場所の変更あり)

���　40名

����　無料（保険料、材料費、

旅費は個人負担)

�����　4月28日（木）

������　公民館（�23－

2511）

高齢者学園受講者募集

�������

   ���������	�
　　名前は、健康の「健」からケンタ君。
　　ケンタ君のポケットから元気な「栄養のハート」「運動のハート」
　「歯の健康のハート」「心の健康のハート」がいっぱい出てきます。
　それが合わさると幸せな四つ葉のクローバーになります。 

当中吹奏楽部の防火ミニコンサート・防火
縁日など各種体験コーナーが待ってるよ！

期間中各種行事で防火を呼びかけ、
一人暮らしの高齢者のお宅や防火
対象物の査察、火災予防の巡回広
報など実施します。

���������
��������	��
�����

▼����当別消防署（�23－2537)
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８時４５分～１７時１５分（祝日除く）
����と������でお受けします。でお受けします。

� �������������������������
����������������		

��

��������	


▼�����５～７月＝第１期
　　　　　　９～１１月＝第２期

� ��������������������������

たくさんのお友だちと一緒に遊べる！
お母さんの友達の輪も広がります。

����
�����

今年も開催します。
お楽しみに！

���
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�����������������
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�

お子さんのことで気になること、お困りの
こと、どんなことでも一人で悩まず気軽に
ご相談ください。

��
��

おもちゃや紙芝居の
貸し出しをします。

������
����

▼����　受付時点で満1歳6カ
月から就学前の子と母親。
▼�����　
���������ほか
◎火曜コース　
5月10日～7月26日（毎週火曜）
◎金曜コース　
5月13日～7月29日（毎週金曜）
����������

◎水曜コース　
5月11日～7月27日（毎週水曜）
◎木曜コース　
5月12日～7月28日（毎週木曜）
※各コース全12回開催。
▼��　10時～11時30分
▼��������子供一人につ
き500円
▼����　4月18日（月）～22日
（金）（受付は10時～15時）
▼�����　�本町地区＝西保
育所 �西部地区＝ふとみ保育所

���
�������

��

��������	
��������

�� ������

　役場の組織変更に伴

い部や課名が変わりま

した。

��　������

��　企画部まちづくり推進課�

��������	
�

企画部秘書課�������

福祉部子育て担当�������

���

建設部・水道部������

建設部区画整理担当������

�����

　平成１６年度課税の町道民税・固

定資産税・国民健康保険税・軽自

動車税は５月３１日までに全て納め

てください。完納できない場合に

は、給料・財産・預貯金等の差押

さえなどの滞納処分の対象となっ

てしまいます。完納が難しい場合

には、納税課納税係までお気軽に

ご相談ください。また、毎月第２・

第４木曜日に開設している夜間相

談窓口もご利用ください。

▼���　納税課納税係（�23－

2330）

��������
���������

�� ��

　近年、国内外を問わず頻発して

いる大規模な地震。我が家は大丈

夫？と皆さんがご心配されている

ことと思います。

　倒壊の危険はあるのか？どこに

相談すれば良いのか？など、ご心

配のある方のご相談に建築住宅係

が応じます。　家の図面などをお

持ちの方は、持参してください。

図面をお持ちでない方

もお気軽にご相談にお

越しください。

���　建設課建築住

宅係（�23－3147）
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①住民生活課住民生活係（役場）

②太美出張所（太美郵便局内）
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��


　保険料は、窓口受付時に、現金

でお支払い願います。

����住民生活課住民生活係

（�23－3209)

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
����

　町民または町内に通勤・通学し

ている方が、年間360円（1口）の

掛け金で、交通事故や道路を歩行

中の事故などに最高100万円の保

険金が支払われます。保険期間は

平成18年3月31日までです。　

　花の育成管理に関する知識や技術・花の扱い方に関する
知識を持つ人で、北海道知事の認定を受けています。
　現在「花壇づくりのデザイン・花種選定のアドバイス・
花に関する研修会や講習会」などの講師として各地域で活
躍中です。

　町は「美しく住み良いまち」を目指し、
花を活かしたまちづくりを進めています。
　「とうべつフラワーマスター連絡会」に所
属する７名のフラワーマスターが、花に関
する相談に応じたり、助言･指導を行って
います。
　個人や団体で花に関するアドバイスを受
けたい場合は事務局へご連絡ください。　
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��事務局　美しいまちづくり課 
 　　（�23－3073/�25－5555）

��������

�9時３０分～

       １0時30分

��������

�11時～１2時と

　１３時～１４時３０分

���������	
��

�������

   15時～１６時３０分

�１６歳から６９歳までの健康な方。

�６５歳以上の方は、献血を経験

(60～６４歳）している方。
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荒戸恵子さ
ん

(樺戸町)
佐藤宏司さ

ん

(太美町)
佐藤さよ子さ

ん

  (太美町)

�木馥美さ
ん

　(弥生)
菅 純子さ

ん

(六軒町)
代表　森本 茂さ

ん

　（獅子内)
長尾正枝さ

ん

　(弥生)
土の性質
差し木・差し芽

ハーブ
ハンギング

土づくり
苗づくり
エクステリア

ハンキング
花の特性
花の種子

苗のつくり方
整形花壇
種のまき方

バラづくり
宿根草

バラづくり
宿根草
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饒村　曜図解　地震のことがわかる本

�
�
�

ユ・ミンジュ宮廷女官チャングムの誓い（上）
角田　光代対岸の彼女
平岩　弓枝御宿かわせみ傑作集　祝言
大沢　在昌ニッポン泥棒
福井　晴敏終戦のローレライ
宮崎　駿ハウルの動く城

�
�
�

谷川　俊太郎ふたごのき
渡辺　良重ブローチ
チョ・ホサンあずきがゆばあさんとトラ
ドン・フリーマンくまのコールテンくん
原　ゆたかかいけつゾロリたべられちゃった
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▼
村
木
千
枝
子
さ
ん
（
北
栄
町
）
か
ら　

万
円

１０

▼
藤
田
敏
雄
さ
ん
（
六
軒
町
）
か
ら
５
万
円

▼
弥
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹
の
会
（
代
表�
木
典

子
さ
ん
）
か
ら
１
万
円

▼
玄
米
酵
素
グ
ル
ー
プ
㈱
コ
ー
ケ
ン
か
ら
タ

オ
ル
４
、
０
０
０
枚

▼
上
田
恵
美
子
さ
ん
（
樺
戸
町
）
か
ら
雑
巾　

　

枚
３０
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大
和　
 
光
子 

み

つ

こ

藤
田　
　
 
貞 さだ

田
中　
 
千
佐 

ち

さ

今
井　

チ
ヨ

三
浦　
 
政
春 

ま
さ
は
る �

�〈　

〉
79

〈　

〉
84

〈　

〉
74

〈　

〉
89

〈　

〉
75

�
�
�

本　

人

敏　

雄

健　

治 

本　

人

本　

人
��
�

栄　

町

六
軒
町

白
樺
町

対　

雁

春
日
町

　春は、新入学（園）児
の季節です。
　��������	

�������

�歩行者に対する警戒心を一層高
め、横断歩行者の有無をしっかり
確認しましょう。
�安全確認をしないままに通行して
くる歩行者や自転車が少なくない
ことを、十分に認識しましょう。
�右折時は、横断歩道やその周辺に
もしっかり目配りしましょう。
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�����４月６日（水）～１５日（金）
�����　道民一人ひとりに交通
安全意識を高め、交通ルールの遵守
と交通マナーの実践を習慣づけるこ
とで、交通事故防止の徹底を図る。
����

�二輪車の安全利用の推進
�速度上昇期に伴うスピードの出し
過ぎ防止
�シートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底

���������	
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�������
多湖　輝我慢力を育てるしつけの知恵

�
�
�

阿部　和重グランド　フィナーレ
宮部　みゆき日暮らし
沼田まほかる九月が永遠に続けば
倉本　聰北の動物園
ユーベル・マンガレリあわりの雪
川端　誠たのきゅう

�
�
�

なかや　みわくろくんとふしぎなともだち
アン・グッドマンリサかぜをひく
関屋　敏隆まぼろしのデレン
青木　和雄ハードル２
あさのあつこバッテリー（６）
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西
当
別
小
学
校
か

ら
特
養
老
人
ホ
ー
ム

長
寿
園
に
「
介
護
式

軽
量
タ
イ
プ
車
椅

子
」
1
台
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
以
前
か

ら
リ
ン
グ
プ
ル
を
集
め
て
車
椅
子
と
交

換
す
る
取
り
組
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
会
社

と
行
っ
て
お
り
、
今
回
で
2
台
目
の
寄
贈

と
な
り
ま
し
た
。　百年会館前の公衆ト

イレは、平成１６年度を
もって廃止となり、４
月１日から使用ができ
なくなりますのでご了
承ください。
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����５月１１日（通常開催と異なります。）

　　　　13時～16時
�����　事前に福祉課福祉
係（�23－3019）へ。

No.319

�����������3月1日現在�
 （　）は前月との比較

������人��������

����������������

������������

�������������

����

������

�����������	
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�

���4月14日、4月28日
　　　13時～16時
�����　町社会福祉協議会
（�２２－２３０１）へ。

����������������

　日本棋院当別支部（戸来武支部長・

53名）では、「平成17年度初心者囲碁

教室」を開きます。

　囲碁を始めてみたい方・興味のある

方は、気軽に参加してください。

▼��　初心者・初級者（子供から大

人まで）

▼��　4月9日～6月25日までの毎週

土曜日　13時～16時

▼��　白樺コミセン（白樺町）

▼���　無料

▼�����　佐々木（�090－1522

－3001）

http://www12.plala.or.jp/yukun514/
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　「第１９回全道
中学生の税を
テーマとしたポ
スター募集」で、
弁華別中の小久
江里美さん（受
賞時２年生）が
石狩支庁長賞を
受賞しました。
　作品は、全道

4,762点から１次審査を通過した195
点の中から選考されました。
　小久江さんは「ポスターは宇宙空
間をイメージしました。昨年より上
手に描けたと思います」と受賞を喜
んでいました。

���������	
��

������������������

��������	
��
����������	
��
��

��������

���������	
��
��

�������

�����

����������	��
��

��������	
�

��������	

��������

�����������	
���
��
��������	��
��
���
������������������
����������������������
��

　無駄な生命保険、わかりにくい生

命保険をやさしく解説し、ご自身の

保険の見直しなどに役立つセミ

ナーです。

    終了後、個別証券分析も行います

ので、ご希望の方は保険証券をご持

参ください。ご夫婦で是非ご参加

ください。

���　4月16日（土）１３時～１５時

���　西当別コミセン（太美町）

���　10名（要予約）参加無料

����　北海道生命保険相談会

小池（�011－641－0213）

��������	

����������

　今や話題・注目！大きなボール
で健康づくりしませんか。
   見学・体験いつでも大歓迎です。
�����毎週木曜日　　　　　
　　　　　19時～２０時３０分
����　総合体育館格技室
��������木村（�090－9526－
3289）
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　子育て応援の情報誌「�����
����」を町内のママ達でつく
ることになりました。　親子でワ
イワイ集いながら夏ごろの創刊を
目指します。　一緒にやってみた
いママを募集中！
��������　
　母乳育児ひろばママほっ   と.com
　新宅（�/�26－4704）
�子育てが一段落した方で、編集会
議中に子供と遊んでくださる方探し
ています。連絡お待ちしています。
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　�����������������

13：00～
　　15：00

����日水
���

妊婦同士の交流を中心に元気に妊娠、出
産期を過ごしましょう。���������	

�
�
�
�
�
�
�
�

受付13：00～
　　 14：00

���日 月
����日 月

該当の日程を対象者へ通知します。
お子さんの成長を確認し、子育てや離乳
食など、日ごろの悩みを解消しましょう。
���������	
��
����

����������	


受付13：00～
　　 14：00

��日 金������������	
�

13：00～
　　13：30

��日 火
��日 木

���
生後3～90カ月のお子さんへ「小児マヒ」
の予防接種をします。（予約不要）

�������
��日 木
��日 火

���

9：30～
　　14：00

��日 火
���

１歳から就学前までの幼児。
虫歯のチェックと、フッ素の塗布。��������	


集合時間
7：55～
　　　8：10

���日 月�
バスで札幌の検診センターへ行き、胃・
肺・大腸・子宮・乳のがん検診を受診。������

�
�
�
�

���日 火����

����日火

���

9：30～
　　11：30

��日 水保健師や栄養士が健康についての相談に
応じます。����

9：30～
　　11：30

����日 金健康運動指導士が個別の運動方法をアド
バイスします。��������	
�

毎週月・金曜
必要な方はゆとろの運動器具を使った運
動実践ができます。（２9日分は２8日に振替え）

�������

10：30～
　　14：30

��日 水脳卒中、神経難病などにより、体や言葉
に不自由さがある方。������

10：00～
　　12：00

��日 木外に出る機会の少ない高齢の方。���

10：30～
　　14：30

���日 火 ���外に出る機会の少ない高齢の方。�������

18：30～
　　20：30

���日 月
���

お酒で悩んでいる方とその家族。
（断酒会の申込み・詳細）
日中は江別保健所�011－383－2111
夜間は工藤�22－2510

���

                                   
��� 月

����������������	
��
��������������

��

��������

�DPT（ジフテリア・百日せき・破傷風）�生後３カ月～90カ月未満
�DT（ジフテリア・破傷風 �11歳・１２歳
�麻しん�生後12カ月～90カ月未満　　　�風しん�生後12カ月～90カ月未満
�医療機関欄の■印は個別予防接種を行っています。
�さわざき医院、とうべつ内科クリニックは予約が必要です。

�

�

�

�

������������������������������������

������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�



����������

����

�������������������	

����������������

要予約������������������

要予約�������������������	
��

������������������

��������������������
���������	
�

���������������

����������	


��������������
�����������������������������

�������������������
�������������������������

������������������������
��������������������������

���������������������
����������������������

������
����������

����������	


��������������
����������������������

�������������������
�����������������������

��������������

��������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

健
康
の
た
め
に
日
常
ど
ん
な
工
夫
を
し

て
い
ま
す
か
？

　

私
た
ち
が
元
気
で
、
歳
を
重
ね
る
た
め

に
は
、
1
年
に
1
回
は
基
本
健
康
診
査
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
仕
事
が
忙
し
い
」「
元
気
だ
か
ら
」「
病

気
が
見
つ
か
っ
た
ら
困
る
」な
ど
理
由
を
付

け
ず
に
自
分
の
体
の
状
態
を
客
観
的
に
知

る
こ
と
が
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

北
海
道
が
、
基
本
健
康
診
査
の
結
果
を

ま
と
め
た
下
表
か
ら
当
別
町
の
状
況
を
説

明
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成　

年
度
の
当
別
町
の
受
診
率
は
男

15

性
が　

％
（
道
内
順
位　

）
女
性
が　

％

22.2

147

39.0

（
道
内
順
位　

）で
男
性
の
受
診
率
が
低
い

91

状
況
で
す
。　
　
　
　
　

　

健
診
結
果
で
は
高
血
圧
は
軽
症
の
方
が

多
く
重
症
の
方
は
少
な
い
傾
向
で
す
。

   
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
方
は
全
道
平
均

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

   
糖
尿
病
の
血
糖
検
査
で
は
低
い
状
況
で

す
が
、
H
b
A
1
c
（
2
〜
3
カ
月
間
の
平

均
的
な
血
糖
値
の
状
況
が
わ
か
る
検
査
）で

は
男
性
も
女
性
も
や
や
高
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
他
、
喫
煙
者
は
男
性
が

や
や
多
く
女
性
は
少
な
い
の

で
す
が　

本
以
上
吸
っ
て
い

20

る
人
が
大
変
多
い
状
況
で
す
。

　

基
本
健
康
診
査
か
ら
み
た

当
別
町
は
ほ
ぼ
よ
い
健
康
状

態
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

特
に
健
診
結
果
か
ら
健
康

運
動
相
談
や
栄
養
診
断
な
ど

保
健
事
業
を
利
用
し
て
い
る

方
は
、
改
善
が
著
し
く
、
日
常

生
活
を
見
直
し
、
工
夫
す
る
こ

と
で
無
理
な
く
元
気
に
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
そ
ん
な
一
人
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

◆
基
本
健
康
診
査
の
受
け
方

①
町
内
医
療
機
関
で
実
施
す
る
個
別
の
基

本
健
康
診
査

②
8
月
と
2
月
（
8
日
間
）
に
実
施
す
る
集

団
の
巡
回
ド
ッ
ク

　

対
象
は　

歳
以
上
の
方（
職
場
や
医
療
機

40

関
で
定
期
的
に
検
査
し
て
い
る
方
は
除
か

れ
ま
す
）
で
、
詳
し
く
は
「
ゆ
と
ろ
発
信
!

健
康
だ
よ
り
」（
町
内
回
覧
中
）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
　

福
祉
課
保
健
サ
ー
ビ
ス
係

（「
ゆ
と
ろ
」
内�
2
3
―
2
3
4
6
）
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広
報
「
と
う
べ
つ
」
4
月
号　

平
成　

年
4
月
1
日
発
行　

通
巻　

号　

編
集　

企
画
部
情
報
課

17

619
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　４月１日からＮＰＯ法人として活動します。
　平成１４年に学生ボランティアの活動拠点として
「青少年活動センターゆうゆう２４」が発足してか
ら3年が経過し、ＮＰＯ法人の認定を受けてより
充実した活動がスタートします。今までと大きく
変わるのは、５人の専従スタッフが常駐すること
です。ここでやっている店舗や喫茶の運営、各
サービスにいつでもお答えしていくことが可能に
なりました。これまでは学生が行っていたので、
施設を留守にしていたり、電話に応対できないな
ど町の方に印象が良くない部分がありましたが、
ＮＰＯになったことをきっかけに「ゆうゆう２４」
の活動を広く町民の方にも知って欲しいですね。
　

　��������	
���
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　「ゆうゆう２４」は、大学と地域連携の拠点、学
生ボランティアの地域福祉の実践の場となること
がそもそもの目的でした。これからは、「地域福
祉をどう創っていくか」「健常者と障がい者の壁を
無くすノーマライゼーションを実現する障がい福
祉の整備体制づくり」「お年寄りやお子さんを預か
るシステムづくり」など、広がりのある活動を展
開できます。
　障がいを持ったお子さんを一時的に預かる��
�������は、放課後の居場所作りとして3
年前から始めましたが、現在そのニーズは町外近
郊にまで広がっています。私たちがやる一番の強
みは、知識と経験をもつ450名の学生ボランティ
アが、1対1でお子さんと関われるところです。こ
れからは「外出をいっしょにする」「ナイトケア（共
に宿泊をする）」など24時間のサービスをしていく
ことができるようになります。

　また、ここで学童保育を始めたいと考えていま
す。障がいのあるお子さんに限らず、一般のお子
さんもお預かりします。これは障がいのある子と
の関わり、地域ボランティアとの関わりの中で、
子供たちに社会性や自立性を育てていけると思い
ます。私自身、障がいを持っている方に人生観を
変えてもらいました。学生のほとんどがそんな経
験をして、生きる大きな力になっています。学校
だけでは学べない、やさしさや思いやりを学べる
場として提供したいですね。

　��������			

　ゆうゆう開所当時は、地域の方とどう関わって
いくか模索して悩むことも多くありました。で
も、学生から町の中に飛び込んでいくと、思いの
ほか町の方が歓迎してくれました。様々なところ
で応援、協力してくれました。それがなかった
ら、今ＮＰＯになることもなかったかもしれませ
ん。日々、この施設に足を運んでくれる方もい
て、うれしい限りです。
　また、町内には素晴らしい活動をしている団体
もたくさんあります。ネットワークをつなげて、
障がいのある人が安心して暮らせる町になるきっ
かけを作っていきたいと思っています。
　福祉に携わっている学生は、当別を�����
��と思っています。地域の方の暖かさに触れる
ことが、大規模な町から来ている学生にはとても
新鮮です。町民の方も是非私たちの活動に参加し
てほしいですね。困った時には、ここのシステム
を利用し、またボランティアとして参加する、支
えられ支え合える共生社会になることをみんなで
考えていきたいと思っています。　　　　　　　
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